
境
港
を
走
る
鬼
太
郎
列
車
　
©
水
木
プ
ロ

境
港
市
議
会

https://w
w
w
.city.sakaim

inato.lg.jp/

2023年
5月
１
日
発
行

鳥
取
県
 境
港
市
議
会

第29
号

令
和
４
年
度
補
正
予
算
・
令
和
５
年
度
当
初
予
算

令
和
５
年
３
月
定
例
会（
議
決
結
果
）

一
般
質
問

経
済
厚
生
委
員
会
行
政
視
察
・
境
港
市
障
が
い
者
団
体
と
の
懇
談
会

P  2
P  4
P  6
P
19

････････････････････
･･････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････



旧さかいポートサウナ
施設利活用事業 こどもの安心・安全対策支援事業
 令和４年６月に廃止した

旧さかいポートサウナ施設の利活用について、
事業者選定に向け、不動産鑑定委託料を

補正計上する

 子どもの安全対策として、
送迎用バスの置き去り防止装置を導入する
市内の認定こども園に補助金を交付する

52 万円 18万円

令和５年３月定例会　令和４年度補正予算・令和５年度当初予算

出産・子育て応援事業 高齢者補聴器購入費助成事業
 妊娠期から出産・子育てまで一貫した

伴走型支援の充実とともに、
出産応援ギフト・子育て応援ギフトとして、

それぞれ現金５万円を支給する

 聴力機能低下のある高齢者に対して、
補聴器購入前の相談から切れ目のない

支援のしくみを構築した上で補聴器購入費の
２分の 1（上限 3 万円）を助成する

1,132 万円 60万円

令和５年３月定例会（令和４年度補正予算・令和５年３月定例会（令和４年度補正予算・
令和５年度当初予算・議決結果）令和５年度当初予算・議決結果）

　境港市議会では、２月２４日から２８日間の会期で３月定例会が開かれました。「令和４年度境港市一般
会計補正予算」、「令和５年度境港市一般会計当初予算」など予算１２議案、「境港市会計年度任用職員の給
与等に関する条例の一部を改正する条例制定について」など条例１０議案、および「人権擁護委員候補者
の推薦について」の人事３議案が上程されました。審議、採決の結果、議案はすべて原案のとおり可決さ
れました。
　また、提出された「『安保関連 3 文書』閣議決定の撤回、『敵基地攻撃能力』の保有や防衛費２倍化に反
対する意見書の提出を求める請願」は不採択、「子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増
員を求める意見書の提出を求める陳情」など陳情 6 件のうち 4 件は採択、2 件は不採択となりました。
　議決結果は P ４、P ５に掲載しています。また市議会ホームページでもご覧いただけます。
　このたび可決した令和４年度補正予算と令和５年度当初予算から主な事業を P ２、P ３で紹介します。
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竜ヶ山エリア屋根付き広場整備事業

水木しげる記念館再整備事業

脱炭素先行地域づくり事業補助金

境港ブルーカーボン調査研究事業

 平成 28 年に策定した「美保飛行場周辺
まちづくり基本計画」にもとづき、

竜ヶ山公園周辺エリアにスポーツやイベント、
災害時などに使える屋根付き広場などを
整備するための測量設計業務を実施する

 水木しげる記念館の再整備（建て替え）に
あたって、展示設計と工事を実施し、

DBO 共同事業体と連携しながら、
令和 6 年春のリニューアルオープンをめざす

給食センターに太陽光発電設備を設置するなど、
夢みなと周辺エリアと公共施設群の
電力エネルギーの見える化をめざす

 地球温暖化対策として中海や美保湾に海
うみくさ

草や
海
う み も

藻などの藻
も ば

場を形成して、大気中の CO₂ を
吸収するための調査研究をする

6,138 万円

8億 1,540 万円

2,772 万円

120万円

令和５年３月定例会　令和４年度補正予算・令和５年度当初予算

移住希望者お試し滞在支援事業補助金
住宅セーフティネット支援事業

鳥取県外から本市に移住を希望する人に対して、
市内の住居探しや生活環境の調査に要する

宿泊費の一部を補助する

 住宅確保要配慮者のうち、
子育て世帯の家賃や家賃債務保証料にかかる
負担を軽減するため、セーフティネット専用

賃貸住宅を所有する大家や家賃保証債務会社に
対して、補助金を交付する

27 万円162万円

 © 水木プロ
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賛成：○　反対：×　継続審査：△　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。

　　令和５年３月定例会　議決結果一覧表【全会一致で議決したもの】
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第1号
第3号
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人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
令和４年度境港市一般会計補正予算（第８号）
令和４年度境港市国民健康保険費特別会計補正予算（第２号）
令和４年度境港市下水道事業費特別会計補正予算（第４号）
令和４年度境港市介護保険費特別会計補正予算（第２号）
令和４年度境港市市場事業費特別会計補正予算（第１号）
令和５年度境港市一般会計予算
令和５年度境港市国民健康保険費特別会計予算
令和５年度境港市駐車場費特別会計予算
令和５年度境港市介護保険費特別会計予算
令和５年度境港市市場事業費特別会計予算
令和５年度境港市後期高齢者医療費特別会計予算
令和５年度境港市公共下水道事業会計予算
境港市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について
境港市個人情報の保護に関する法律施行条例制定について
個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例制定について
境港市暴力団排除条例の一部を改正する条例制定について
督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する条例制定について
境港市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
境港市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
境港市民バスの運行に関する条例の一部を改正する条例制定について
境港市営住宅条例の一部を改正する条例制定について
組織の改編に伴う関係条例の整理に関する条例制定について
学校給食の無償化を国に求める意見書の提出について
子どものために保育士配置基準の引上げによる保育士増員を求める意見書の提出について
境港市議会の個人情報の保護に関する条例制定について
子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求める意見書の提出を求める陳情
バイオマス発電所の稼働に伴って地域住民の生活に支障が出ないように（陳情）
国による学校給食無償化を求める陳情
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自衛隊機の境港市上空での飛行訓練中止について（陳情）
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きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属

　本会議に上程された主な議案や請願・陳情は、会期中に開催される各委員会に付託され審
議されます。委員会には、常任委員会（予算委員会、総務民教委員会、経済厚生委員会）と、
議会運営委員会および４つの特別委員会があり、今回は、常任委員会での審議内容の一部を
紹介いたします。

■予算委員会
　「小・中学校 ICT 教育推進事業」について
この事業は、大型液晶ディスプレイ、タブレット端末などによる視聴覚効果を活用した分か
りやすい授業構築に向け、ICT 教育を推進し、また貸出用モバイルルーターの整備を行うも
ので、委員からは、市内の小中学校全体で情報共有しながら、さまざまな課題を解決し取り
組んでほしいと意見がありました。

　「庁内事務デジタル化事業」について
この事業は、行政手続きオンライン化などの市民サービス向上のため、庁内ネットワーク・
システム環境の性能・利便性向上と文書をデジタル化しデータ管理のための文書管理・電子
決済システムなどの導入を行うもので、委員からは、庁内事務のデジタル化にともない、こ
れまでの永久保存文書のデジタル化の検討も含め、公文書の適切な管理を行うよう意見があ
りました。
 
■総務民教委員会
　「バイオマス発電所の稼働に伴って地域住民の生活に支障が出ないように（陳情）」について
これは、本市で 2 カ所目となるバイオマス発電所の工事が、昭和町で始まるにあたって、稼
働開始以降に市民生活に支障をきたさないよう本市にも努力を求めるもので、委員からは、
近隣住民の不安払拭、自治会からの心配なので市として対応されたいなどの意見がありまし
た。　

■経済厚生委員会
　「境港市民バスの運行に関する条例の一部を改正する条例制定について」
この議案は、はまるーぷバスの 3 ヶ月定期券について、有効期間の開始日を希望する日に設
定できるよう、条例の一部改正を行うもので、委員からは、定期券の発行手続きの方法に関
する質疑がありました。

委員会での質疑・意見

令和５年３月定例会　議決結果
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田
口 

俊
介

足
田 

法
行

安
田 

共
子

きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属

　本会議に上程された主な議案や請願・陳情は、会期中に開催される各委員会に付託され審
議されます。委員会には、常任委員会（予算委員会、総務民教委員会、経済厚生委員会）と、
議会運営委員会および４つの特別委員会があり、今回は、常任委員会での審議内容の一部を
紹介いたします。

■予算委員会
　「小・中学校 ICT 教育推進事業」について
この事業は、大型液晶ディスプレイ、タブレット端末などによる視聴覚効果を活用した分か
りやすい授業構築に向け、ICT 教育を推進し、また貸出用モバイルルーターの整備を行うも
ので、委員からは、市内の小中学校全体で情報共有しながら、さまざまな課題を解決し取り
組んでほしいと意見がありました。

　「庁内事務デジタル化事業」について
この事業は、行政手続きオンライン化などの市民サービス向上のため、庁内ネットワーク・
システム環境の性能・利便性向上と文書をデジタル化しデータ管理のための文書管理・電子
決済システムなどの導入を行うもので、委員からは、庁内事務のデジタル化にともない、こ
れまでの永久保存文書のデジタル化の検討も含め、公文書の適切な管理を行うよう意見があ
りました。
 
■総務民教委員会
　「バイオマス発電所の稼働に伴って地域住民の生活に支障が出ないように（陳情）」について
これは、本市で 2 カ所目となるバイオマス発電所の工事が、昭和町で始まるにあたって、稼
働開始以降に市民生活に支障をきたさないよう本市にも努力を求めるもので、委員からは、
近隣住民の不安払拭、自治会からの心配なので市として対応されたいなどの意見がありまし
た。　

■経済厚生委員会
　「境港市民バスの運行に関する条例の一部を改正する条例制定について」
この議案は、はまるーぷバスの 3 ヶ月定期券について、有効期間の開始日を希望する日に設
定できるよう、条例の一部改正を行うもので、委員からは、定期券の発行手続きの方法に関
する質疑がありました。

委員会での質疑・意見

令和５年３月定例会　議決結果
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市政を問う
議員12人が一般質問を行いました。

【一口メモ】

議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員

12 代表質問

11 関連質問

10 関連質問

9 関連質問

8 関連質問

7・8 代表質問

一般質問には、所属する会派を代表して行う「代表質問」（境港市議会では3人以上の
会派のみ）と、議員個人の立場・観点で行う「各個質問」があります。
議会だよりの質問ページは、質問を行った1議員については最大1ページとしています

が、上記の「代表質問」と「各個質問」では性質や質問時間が異なるため、「代表質問」
を行う場合は会派内でページ配分をしています。
各議員は掲載した以外にも質問をしていますが、議会だよりでは、スペースの都合

上、議員本人が質問と答弁を要約しています。

加藤　文治

永井　　章

伊藤　康弘

松本　晶彦

景山　　憲

平松　謙治

米村　一三

安田　共子

足田　法行

吉井　　巧

田口　俊介

森岡　俊夫

①公共施設のあり方について
②地場産業の振興策について
③国防について

①荒廃農地対策について

①インバウンド事業について
②人口減少問題について

①はまるーぷバスのあり方について
②移動販売やチャレンジショップなどに対する支援について

①太陽光発電設備の公共施設への設置可能性検討結果について
②移住・定住施策の取組の一層の充実について
③災害時の応援協定について

①「地域を担う人を育むまちづくり」について
②「自然と共に安全で住みよいまちづくり」について

①ふるさと納税の実績拡大について
②企業誘致対策としての工業用地確保について

①原子力防災について
②文化観光創造拠点を水木しげる記念館から境港市全体へ広げる取り組みについて

①アフター・ウィズコロナ時代の介護の課題について
②ごみの減量化について
③障がい者支援の充実について

①随意契約について
②公共交通について

①行政へのリハビリテーション専門職の配置について
②幅広い市民の政治参加について

①本市が有する「３つの港」について
②「子育てするなら境港は本当か？」について

13 関連質問

14 各個質問

15 各個質問

16 各個質問

17 各個質問

18 各個質問

一 般 質 問一 般 質 問
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加藤　文治　議員加藤　文治　議員
会派　自由未来会派　自由未来

【
加
藤
】
本
市
で
は
令

和
２
年
３
月
に
、
公
共

施
設
に
か
か
る
老
朽
化

対
策
の
適
正
管
理
、
上

下
水
道
の
広
域
化
の
公

営
企
業
経
営
改
革
な

ど
、
行
政
経
営
基
盤
の

強
化
を
目
的
に
、
施
設

カ
ル
テ
の
情
報
整
備
を

進
め
て
い
る
。
建
築
物

に
関
し
て
は
、
情
報
整

理
が
不
十
分
。
建
て
替

え
や
改
修
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
カ
ル
テ
を
整

備
し
、
状
況
把
握
が
さ

れ
て
い
な
い
と
、
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
と
聞
い
て
い
る
。
整

備
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

【
市
長
】
令
和
元
年
度

に
完
了
し
、
建
物
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
と

各
施
設
の
個
別
施
設
計

画
策
定
時
に
お
け
る
基

礎
デ
ー
タ
と
し
て
有
効

活
用
し
て
い
る
。

【
加
藤
】
現
在
、
施
設

カ
ル
テ
で
整
理
で
き
て

い
る
の
は
、
一
部
だ
け

で
あ
る
。
ラ
ン
ク
を
決

め
て
整
理
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
総
務
部
長
】
現
況
、

個
別
施
設
計
画
を
小
中

学
校
な
ど
５
７
施
設
で

策
定
し
て
お
り
、今
後
、

各
担
当
部
署
で
協
議
・

調
整
を
重
ね
、
将
来
的

な
計
画
を
考
え
て
い
く

体
制
を
と
り
た
い
。

施設カルテ情報整備の進
しんちょく

捗はいかに

みどりの食料システム
戦略の活用は

市長 保全マネジメントシステムにもデータ入力済

２千万円の公金を活用
してできた調査研究　　　　　　　　　　　　　　

（境港市　公共施設カルテ）

【
加
藤
】
本
市
の
中
心

部
に
は
、
広
大
な
耕
作

放
棄
地
が
あ
り
、
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
と

柳
の
木
が
群
生
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
利
用

さ
れ
て
い
な
い
土
地
を

い
か
に
活
用
し
て
い
く

か
が
、
将
来
の
子
ど
も

た
ち
に
ツ
ケ
を
回
さ
な

い
こ
と
に
つ
な
が
る
。

農
林
水
産
省
に
お
い

て
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
と
い
う
施

策
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
、
伯
州
綿
栽
培
で
も

こ
の
施
策
が
活
用
で
き

る
。
耕
作
放
棄
地
の
活

用
は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

事
業
と
も
密
接
に
か
ら

む
。
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
へ
の
対
応

を
本
市
と
し
て
の
取
り

組
み
は
。

【
市
長
】
伯
州
綿
の
栽

培
面
積
を
増
や
す
計
画

が
な
い
の
で
、
活
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
加
藤
】
枝
木
を
使
っ

た
タ
ン
ブ
ラ
ー
も
で

き
、
酵
母
で
ビ
ー
ル
も

作
れ
る
。
耕
作
面
積
を

増
や
す
こ
と
を
考
え
れ

ば
良
い
と
思
う
が
。

【
産
業
部
長
】
今
後
、

耕
作
面
積
を
増
や
す
計

画
が
で
き
れ
ば
、
該
当

す
る
の
で
、
そ
の
時
は

検
討
す
る
。

農薬を使わず栽培している伯州綿畑

市長 現状、活用することはできない

代 表 質 問

7 2023年5月／境港市議会　議会だより　第29号



代 表 質 問 ⁄ 関 連 質 問

荒廃地の多目的有効
利用計画は

市長
造成費排水対策を
考慮して調査検討している

雑木林と化した荒廃農地

【
永
井
】
耕
作
放
棄
地

対
策
と
し
て
、
多
目
的

有
効
利
用
な
ど
の
計
画

は
あ
る
か
。

【
市
長
】
工
業
用
地
や

太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
な
ど
、
農
地
以
外
の

多
目
的
利
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
造
成
費
、

排
水
対
策
も
考
慮
し
て

検
討
し
て
い
る
。ま
た
、

民
間
事
業
者
の
意
見
も

参
考
に
、
脱
炭
素
化
対

策
も
含
め
た
有
効
活
用

策
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
い
る
。

【
永
井
】
余
子
地
区
の

農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
は
終
了
し
た
が
、
作

付
け
さ
れ
て
い
な
い
部

分
の
状
況
に
つ
い
て
う

か
が
う
。

【
市
長
】
平
成
30
年
か

ら
令
和
３
年
の
間
に
余

子
地
区
で
整
備
し
た
農

地
は
3.9‌

ha
で
、
そ
の
う

ち
2.6‌

ha
は
希
望
す
る
農

家
へ
配
分
し
て
い
る
。

一
部
作
付
け
さ
れ
て
い

な
い
農
地
も
あ
る
が
、

今
後
作
付
け
さ
れ
る
予

定
。

　
ま
た
、
耕
作
を
希
望

す
る
農
家
が
い
な
い
農

地
1.3‌

ha
は
、
一
部
に
小

石
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ

と
や
排
水
不
良
の
た

め
、
貸
し
出
し
が
で
き

て
お
ら
ず
、
現
在
、
県

と
改
善
策
を
検
討
し
て

い
る
。

【
加
藤
】
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始

ま
り
１
年
が
経
過
し

た
が
、
い
ま
だ
戦
火
は

収
ま
っ
て
い
な
い
。
台

湾
有
事
は
日
本
有
事
と

さ
れ
て
い
る
。
中
国
に

は
国
防
動
員
法
だ
け
で

な
く
、
国
家
情
報
法
が

あ
り
、
中
国
の
国
民
や

組
織
は
、
中
国
政
府
の

情
報
活
動
に
協
力
す
る

義
務
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
拒
否
す
れ
ば
罰

せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ

の
法
律
が
本
国
で
発
令

さ
れ
る
と
、
日
本
に
あ

る
中
国
企
業
は
も
ち
ろ

ん
、
日
本
企
業
で
働
い

て
い
る
在
日
中
国
人
も

ス
パ
イ
活
動
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

本
年
は
中
国
・
琿ふ

ん
ち
ゅ
ん春市

と
の
友
好
都
市
提
携
30

周
年
と
な
り
、
10
月
に

は
琿
春
市
代
表
団
を
迎

え
記
念
行
事
を
開
催
す

る
予
定
。
い
つ
有
事
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

状
況
の
中
で
、
実
施
す

る
の
か
。

【
市
長
】
日
中
関
係
に

お
い
て
は
、
昨
年
、
国

交
正
常
化
50
周
年
を
迎

え
、
両
国
で
記
念
行
事

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

琿
春
市
代
表
団
と
の
記

念
行
事
を
開
催
す
る
こ

と
も
問
題
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

琿
ふんちゅん

春市との友好都市提携記念行事は

友好都市提携１周年を記念して、
琿
ふんちゅん
春市より贈呈された石獅子

市長 友好関係を継続・発展させたいと思う

会派　自由未来会派　自由未来
永井　　章　議員永井　　章　議員
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関 連 質 問

【
伊
藤
】
鳥
取
県
を
東

西
に
横
断
す
る
ル
ー
ト

で
あ
る
「
鳥
取
う
み
な

み
ロ
ー
ド
」
を
基
軸
と

し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
の
指
定
を

め
ざ
す
こ
と
に
関
連

し
、
本
市
で
も
、
路
面

表
示
設
置
工
事
を
予
定

し
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
取
り
組
み
や
今
後
の

展
望
は
。

【
市
長
】
鳥
取
県
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進・連
携
会
議
内
に「
走

行
環
境
整
備
」
と
「
受

入
環
境
向
上
」
の
２
つ

の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を

設
置
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
走
行
環
境
整

備
に
関
し
て
は
、
道
路

上
に
矢や

ば

ね
羽
根
型
の
路
面

標
示
や
経
路
案
内
、
注

意
喚
起
を
う
な
が
す
看

板
な
ど
の
設
置
を
令
和

５
年
度
中
の
完
成
を
め

ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、

受
入
環
境
向
上
に
関
し

て
は
、
本
市
で
も
す
で

に
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
休

憩
、
宿
泊
な
ど
可
能
な

協
力
店
が
あ
る
。
引
き

続
き
、
鳥
取
県
や
民
間

事
業
者
と
も
連
携
し
、

協
力
い
た
だ
け
る
市
内

店
舗
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。

【
伊
藤
】
現
在
、
鳥
取

県
の
施
策
で
あ
る
鳥
取

県
未
来
人
材
育
成
奨
学

金
支
援
助
成
金
事
業
の

取
り
組
み
が
あ
る
が
、

対
象
業
種
が
限
ら
れ
て

い
る
。
対
象
業
種
以
外

で
就
職
さ
れ
た
奨
学
金

貸
与
者
向
け
の
支
援
策

と
し
て
、
本
市
独
自
の

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

な
ど
、
今
後
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

【
市
長
】
現
在
、
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
を
設

け
て
い
る
県
内
自
治
体

の
う
ち
、
就
業
先
の
業

種
を
限
定
し
な
い
奨
学

金
返
還
制
度
を
設
け
て

い
る
自
治
体
は
、
江
府

町
な
ど
三
町
村
で
あ

る
。
ま
た
、
鳥
取
県
未

来
人
材
育
成
奨
学
金

支
援
助
成
金
に
つ
い
て

は
、
製
造
業
や
農
林
水

産
業
な
ど
本
市
に
多
く

所
在
し
て
い
る
業
種
も

含
ま
れ
て
お
り
、
本
市

在
住
の
方
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。現
時
点
で
は
、

本
市
独
自
の
支
援
制
度

を
創
設
す
る
考
え
は
な

い
が
、
引
き
続
き
県
の

支
援
制
度
の
周
知
を
は

か
り
、
利
用
促
進
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

鳥取うみなみロード
今後の展望は?

今後本市独自の
奨学金返還事業は?

鳥取県未来人材育成奨学金支援助成金事業
(鳥取県ホームページより )

市長 県や民間事業者と引き続き
連携していく

市長 現時点では考えていない

コグステーション
(レンタサイクル拠点施設 )
本市は夢みなとタワーが拠点

会派　自由未来会派　自由未来
伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員
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関 連 質 問

大雪の際の
バス一部運休について

今後の除雪体制を
改めて検討する市長

継
続
、
対
応
、
い
ち
早

く
運
行
を
再
開
で
き
た

も
の
と
承
知
し
て
い

る
。
渡
町
と
外
江
町
の

一
部
で
は
運
行
が
で
き

な
い
状
況
が
続
い
た
。

今
後
も
大
雪
が
降
っ
た

場
合
、
同
じ
よ
う
に
一

部
運
休
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
改

善
す
る
施
策
は
あ
る
の

か
。

【
市
長
】
は
ま
る
ー
ぷ

バ
ス
は
、
市
民
生
活
を

支
え
る
身
近
な
交
通
手

段
で
あ
り
、
積
雪
時
に

は
、
優
先
的
に
除
雪
を

行
い
、
通
常
運
行
を
維

持
す
る
た
め
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
が
、
一
部

狭き
ょ
う
あ
い隘な
道
路
で
は
、
運

行
に
支
障
が
出
た
た

め
、
迂
回
運
行
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。
今
後

の
除
雪
体
制
は
改
め
て

検
討
す
る
。

【
松
本
】
計
画
的
な
道

路
の
拡
幅
が
必
要
と
考

え
る
が
。

【
建
設
部
長
】
部
分
的

な
場
所
で
も
地
域
住
民

の
協
力
を
得
ら
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
狭
隘
道
路
の

解
消
を
進
め
て
い
く
。

【
松
本
】
１
月
24
日
か

ら
の
大
雪
の
影
響
で
、

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の
運

休
が
あ
っ
た
が
、
昼
夜

を
問
わ
ず
除
雪
作
業
を

チャレンジショップへ
支援はないか

企画・運営する意向があれば
支援する

境高生が発案した「いただきクッキー」

市長

公道を除雪する車両

【
松
本
】
境
高
校
２
年

生
が
考
案
し
た
地
元
産

の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
原
料

と
し
て
、郷
土
料
理「
い

た
だ
き
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
「
い
た
だ
き
ク
ッ

キ
ー
」
を
市
内
の
公
民

館
で
販
売
さ
れ
、
好
評

だ
っ
た
よ
う
だ
。
販
売

窓
口
を
、
地
域
で
買
い

物
難
民
や
買
い
物
弱
者

向
け
に
販
売
し
て
い
る

業
者
、
ま
た
は
商
店
な

ど
で
販
売
を
す
れ
ば
、

話
題
と
な
る
と
思
う
。

集
客
に
も
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
事
業
継
続
支
援

に
も
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
、
商
店
な
ど

の
販
売
ス
ペ
ー
ス
の
一

部
を
借
り
受
け
て
、
高

校
生
が
行
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う

に
、
話
題
や
企
画
に
よ

る
支
援
の
取
り
組
み
は

で
き
な
い
も
の
か
、
う

か
が
う
。

【
市
長
】
高
校
生
が
そ

う
し
た
商
品
を
販
売
す

る
た
め
に
、
地
域
の
小

規
模
な
小
売
店
を
間
借

り
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
・
運

営
す
る
意
向
が
あ
れ

ば
、
支
援
す
る
。

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員
会派　自由未来会派　自由未来
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関 連 質 問

【
景
山
】
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

の
観
点
か
ら
、
公
共
施

設
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
促
進
を
は
か

る
こ
と
が
必
要
と
思

う
。と
り
わ
け
災
害
時
、

避
難
場
所
と
し
て
一
番

先
に
な
る
市
内
各
公
民

館
へ
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
、
見
解
を
う
か

が
う
。

【
市
長
】
現
在
、
公
民

館
な
ど
の
非
常
用
電
源

と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
、
リ
ー
ス
に
よ
る
非

常
用
発
電
機
の
方
が
有

効
で
あ
る
。
現
時
点
で

は
、
公
民
館
へ
の
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

【
景
山
】
災
害
か
ら
早

期
に
復
旧
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
、
災
害
廃
棄

物
処
理
、
物
資
の
供
給

に
関
す
る
協
定
な
ど
こ

れ
ま
で
に
78
の
協
定
が

締
結
さ
れ
て
い
る
。
協

定
の
実
効
性
を
高
め
る

こ
と
、
締
結
か
ら
の
時

間
の
経
過
か
ら
適て
き
ぎ宜
の

点
検
・
見
直
し
が
必
要

と
思
う
が
、
見
解
は
。

【
市
長
】
協
定
は
適
宜

見
直
し
を
し
て
き
た
。

民
間
事
業
者
と
の
間
の

物
資
供
給
協
定
に
よ
る

物
品
の
的
確
な
確
保
な

ど
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
た
い
。

む
べ
き
。
ま
ず
は
、
就

労
先
の
確
保
、
生
活
す

る
上
で
の
収
入
の
確
保

が
必
要
で
あ
り
、
地
元

企
業
と
の
連
携
強
化
、

新
た
な
企
業
誘
致
に
よ

る
就
労
先
の
確
保
・
人

材
確
保
施
策
の
展
開
を

期
待
す
る
。
見
解
は
。

【
市
長
】
本
市
の
特
性

や
進
出
企
業
へ
の
支
援

制
度
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
企

業
誘
致
に
引
き
続
き
取

り
組
む
。
市
内
高
校
生

の
地
元
企
業
へ
の
就

職
・
定
着
を
は
か
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

災害時応援協定の
実効性を高めて

各公民館への
太陽光発電設備設置を

公民館へ太陽光発電設備設置は
考えていない市長

Ｉ・Ｊ・Ｕ－ターン
鳥取県で働こう

移住・定住者に向け
就労先の確保を

地元企業への支援と
企業誘致活動に取り組む市長

景山　　憲　議員景山　　憲　議員
会派　自由未来会派　自由未来

【
景
山
】
若
者
世
代
に

向
け
た
移
住
・
定
住
事

業
に
い
っ
そ
う
取
り
組

今後も必要に応じて
適
て き ぎ

宜見直す
市長

現在の災害時応援協定（７８協定）状況
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代 表 質 問

子どもたちの思いを形に！

良いアイデアが実になるように支援したい市長

「一中校区未来図トーク」
中学生と地域の方々などが一堂に
写真提供：市教育委員会

マリーナの新防波堤を
釣り場に

平松　謙治　議員平松　謙治　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

【
平
松
】
境
港
へ
の
愛

着
を
育
む
た
め
、
地
域

と
学
校
の
連
携
が
重

要
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
活
動
や
今

後
の
展
望
は
。

【
教
育
長
】
令
和
３
年

度
よ
り
市
内
全
中
学
校

区
で
ス
タ
ー
ト
。「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

目
標
な
ど
を
共
有
し
、

学
校
運
営
協
議
会
で
議

論
を
行
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
、
２
つ
の
中
学

校
区
で
、
生
徒
や
教
職

員
、
地
域
の
方
々
と
、

地
域
の
未
来
図
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
う
会
を

行
っ
た
。
今
後
は
小
・

中
学
生
が
当
事
者
と
し

て
、
地
域
の
人
達
と
語

り
合
い
な
が
ら
未
来
を

描
い
て
も
ら
い
た
い
。

【
平
松
】
子
ど
も
た
ち

の
思
い
を
具
体
的
な
活

動
に
つ
な
げ
て
も
ら
い

た
い
が
。

【
市
長
】
例
と
し
て
市

内
の
高
校
で
は
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
や
、

妖
怪
を
活
か
し
た
園
児

へ
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

行
っ
た
。
そ
う
い
っ
た

ア
イ
デ
ア
が
実
に
な
る

よ
う
、支
援
を
し
た
い
。

釣り場としての整備が期待される
夢みなと公園南側

【
平
松
】
公
共
マ
リ
ー

ナ
拡
張
に
よ
る
新
防
波

堤
を
、
釣
り
場
と
し
て

整
備
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】
境
港
管
理
組

合
が
管か

ん
か
つ轄
し
て
い
る

が
、
入
出
港
す
る
船
舶

の
航
行
に
支
障
が
懸
念

さ
れ
、
釣
り
場
と
し
て

の
整
備
は
考
え
て
い
な

い
と
の
見
解
で
あ
る
。

一
方
で
、
夢
み
な
と
緑

地
南
側
で
は
、
仮
設
の

釣
り
場
設
置
に
よ
る
実

証
実
験
や
護
岸
を
一
部

改
良
し
て
釣
り
場
と
す

る
な
ど
釣
り
振
興
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

【
平
松
】
新
防
波
堤
の

釣
り
場
利
用
に
つ
い
て

は
、
軽
微
な
改
善
で
船

舶
の
航
行
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
、
で
き
る

と
思
う
。
境
港
管
理
組

合
で
は
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト

護
岸
の
一
部
を
撤
去
し

て
い
る
が
、
今
後
の
公

園
周
辺
の
釣
り
場
環
境

整
備
の
方
向
性
は
。

【
建
設
部
長
】
具
体
的

な
整
備
方
法
は
、
聞
い

て
い
な
い
。
夢
み
な
と

公
園
周
辺
の
賑に

ぎ
わ
い
づ

く
り
の
中
で
、
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
検
討
さ
れ

る
。

市長 釣り場としての整備は
考えていない
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関 連 質 問

会派　きょうどう会派　きょうどう
米村　一三　議員米村　一三　議員

【
米
村
】
総
務
省
が
発

表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
令
和
３
年
度
の
本

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は

鳥
取
県
内
で
８
番
目
の

実
績
で
あ
っ
た
。
本
市

よ
り
人
口
の
少
な
い
北

栄
町
・
大
山
町
・
江
府

町
の
寄
附
額
は
本
市
よ

り
多
額
の
実
績
で
あ
っ

た
。
特
に
江
府
町
は
急

激
に
寄
附
額
が
拡
大

し
、
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
県
内
の
こ
れ
ら
の

自
治
体
に
学
ぶ
こ
と
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

【
市
長
】
北
栄
町
、
大

山
町
、
江
府
町
な
ど
、

本
市
よ
り
規
模
の
小
さ

な
自
治
体
に
お
い
て

も
、
地
域
の
魅
力
あ
る

特
産
を
活
か
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
を

多
く
集
め
て
い
る
。
鳥

取
県
の
調
査
で
は
、
増

加
要
因
は
各
自
治
体
の

特
産
品
の
人
気
が
上
昇

し
た
と
の
分
析
だ
。

　
本
市
で
は
次
年
度
よ

り
、
多
く
の
自
治
体
で

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
サ

イ
ト
の
運
用
実
績
の
あ

る
会
社
に
委
託
し
、
県

外
事
業
者
の
新
た
な
視

点
で
新
規
事
業
者
の
開

拓
や
、
新
た
な
返
礼
品

の
掘
り
起
こ
し
を
組
み

合
わ
せ
、
実
績
増
加
と

本
市
の
魅
力
・
情
報
発

信
の
強
化
を
は
か
る
。

【
米
村
】
企
業
誘
致
を

進
め
る
に
は
、
進
出
企

業
に
提
供
で
き
る
用
地

が
必
要
だ
。
鳥
取
県
企

業
局
が
管
理
す
る
境
港

外
港
竹
内
工
業
団
地
の

未
利
用
区
画
は
、
最
大

面
積
の
区
画
が
2.8‌

ha

の
区
画
、
0.3‌

ha
の
区

画
、
0.5‌
ha
区
画
２
か
所

の
４
区
画
が
あ
る
の
み

だ
。
本
市
に
は
昭
和
町

な
ど
、
そ
の
他
の
地
域

を
含
め
て
誘
致
企
業
に

提
供
で
き
る
土
地
は
市

内
に
何
か
所
あ
り
、
面

積
は
ど
の
程
度
あ
る
と

把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
近
年
の
誘
致
企

業
状
況
と
、
進
出
さ
れ

た
地
域
の
報
告
を
求
め

る
。

【
市
長
】
進
出
の
相
談

が
あ
っ
た
際
に
紹
介
で

き
る
用
地
は
、
竹
内
団

地
・
昭
和
町
・
西
工
業

団
地
の
３
地
域
で
７
か

所
、
面
積
で
6.3‌

ha
と

な
っ
て
い
る
。
企
業
誘

致
の
状
況
は
、
進
出
に

あ
た
っ
て
本
市
が
支
援

し
た
企
業
は
４
社
で
あ

り
、
地
域
は
３
社
が
竹

内
団
地
、
１
社
が
昭
和

町
と
な
っ
て
い
る
。
他

に
も
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
の
何
社
か
が
あ

る
。

ふるさと納税の
実績拡大をめざして

企業誘致に提供できる
用地の現状は

分譲中の区画も残り少なくなった
境港外港竹内工業団地の風景

市長 新視点で本市の
魅力・情報発信強化をはかる

市長 竹内工業団地他で
７か所の情報提供が可能だ

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
用
返
礼
品
カ
タ
ロ
グ
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各 個 質 問

【
安
田
】
市
内
企
業
の
事

業
継
続
計
画
、
特
に
原

子
力
災
害
時
へ
の
備
え

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
市
長
】
鳥
取
県
が
商

工
会
議
所
と
連
携
し
、

計
画
策
定
の
普
及
、
啓

発
、
策
定
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

【
防
災
監
】
県
内
の
事

業
継
続
計
画
策
定
事
業

者
数
は
２
３
，
８
９
０

社
中
３
９
０
社
、
策
定

が
進
ん
で
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
県
作
成

の
原
子
力
災
害
時
の
事

業
継
続
方
法
に
つ
い
て

の
資
料
に
は
、
屋
内
退

避
の
段
階
の
記
載
が
な

い
。鳥
取
県
と
見
直
し
、

企
業
に
は
た
ら
き
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
る
。

【
安
田
】
安
定
ヨ
ウ
素

剤
に
つ
い
て
、妊
産
婦・

乳
幼
児
や
家
族
な
ど
が

事
前
配
布
を
受
け
れ

ば
、
災
害
時
も
不
安
な

く
服
用
の
判
断
が
で
き

る
が
、
い
ろ
い
ろ
と
案

内
を
し
て
も
申
請
が
少

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
健

診
な
ど
で
対
象
者
に
意

見
を
聞
い
て
は
。

【
防
災
監
】
一
番
は
管

理
や
誤
飲
の
問
題
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
対
象
の
方
の
意
見

は
聞
い
て
み
た
い
。

【
安
田
】
水
木
し
げ
る

先
生
の
戦
争
体
験
を
通

じ
た
平
和
教
育
動
画
の

制
作
に
あ
わ
せ
、
さ
ら

に
、
市
内
の
戦
争
被
害

に
つ
い
て
も
学
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
大
切
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹

介
は
、
写
真
や
資
料
も

な
く
不
十
分
で
は
。

【
生
涯
学
習
課
長
】
掲

載
可
能
な
も
の
、
提
供

い
た
だ
け
る
も
の
が
あ

る
か
調
べ
て
載
せ
て
い

き
た
い
。

【
安
田
】
観
光
客
に
も

市
民
に
も
親
し
ま
れ
る

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
と

し
て
、
山
陰
鉄
道
発
祥

の
地
、
玉
栄
丸
事
件
、

戦
災
復
興
後
の
商
店

街
、
そ
し
て
ロ
ー
ド
、

と
い
う
歴
史
を
紹
介
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
。

【
教
育
長
】
玉
栄
丸
事

件
、
山
陰
鉄
道
発
祥
な

ど
が
点
で
終
わ
ら
ず
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
考
え
た
い
。

【
安
田
】
水
木
し
げ
る

記
念
館
で
、
市
民
割
が

あ
れ
ば
市
民
が
行
き
や

す
く
な
る
と
思
う
が
。

【
産
業
部
長
】
今
後
、

記
念
館
を
運
営
す
る
水

木
プ
ロ
も
「
市
民
に
親

し
ま
れ
る
記
念
館
に
」

と
強
い
意
向
が
あ
る
。

提
案
を
伝
え
て
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

市内企業の原子力
災害時の備えは？

水木しげるロードの
歴史紹介を

玉栄丸慰霊碑
水木しげるロード近くの大正町海岸

妊婦、授乳婦、乳幼児を含む
未成年者は安定ヨウ素剤の服用を

優先すべき対象

支援しているが
計画策定が進んでいない防災監

安田　共子　議員安田　共子　議員
無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）

まちづくりに
つながるよう考えたい教育長
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各 個 質 問

公明党公明党
足田　法行　議員足田　法行　議員

ごみを分別してリサイクルを

分別袋などによる
リサイクル推進は

【
足
田
】
生
ご
み
や
紙

ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
た
め
の
専
用
の
ご
み

袋
・
リ
サ
イ
ク
ル
袋
を

低
価
額
ま
た
は
無
料
で

販
売
・
配
布
す
る
一
方
、

今
ま
で
の
分
別
し
な
い

ご
み
袋
の
値
上
げ
を
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

に
取
り
組
ん
で
み
て

は
。

【
市
民
生
活
部
長
】
ご

み
分
別
に
関
し
て
、
西

部
広
域
で
、
協
議
し
て

い
る
。
協
議
で
の
意
見

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
議

員
の
提
案
が
で
き
る
か

ど
う
か
を
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

境中央公園一帯を
インクルーシブに

民
図
書
館
と
あ
わ
せ
た

こ
の
一
帯
を
、
障
が
い

者
と
健
常
者
が
ふ
れ
あ

う
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

施
設
と
し
て
は
。

【
教
育
長
】
み
な
と
テ

ラ
ス
は
、
視
覚
・
聴
覚

障
が
い
者
の
た
め
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し

た
施
設
。
市
民
図
書
館

は
、
本
を
読
む
こ
と
が

困
難
な
方
の
た
め
に
サ

ピ
エ
図
書
館
導
入
な
ど

多
様
な
利
用
者
へ
の
対

応
を
し
て
い
る
。
今
後

も
、み
ん
な
が
集
ま
り
、

交
流
で
き
る
広
場
と
し

て
取
り
組
み
た
い
。

【
足
田
】
本
市
の
介
護

予
防
の
取
り
組
み
と
事

業
所
で
の
フ
レ
イ
ル
予

防
の
現
状
に
つ
い
て
う

か
が
う
。

【
市
長
】
本
市
は
、
市

民
向
け
の
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
講
演
会
で
、

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
事
例
発
表
を
し

て
い
る
。
議
員
提
案

の
職
場
で
の
フ
レ
イ
ル

予
防
活
動
を
商
工
会
議

所
と
し
っ
か
り
連
携
し

て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
み
た
い
。
ま

た
47
都
道
府
県
中
、
男

性
45
位
、
女
性
41
位
の

健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

【
足
田
】
境
中
央
公
園

と
み
な
と
テ
ラ
ス
や
市

境中央公園がインクルーシブ公園となる
インクルーシブとは（障がいの有無や
性別、性的志向、人種など、多様性の
違いを認め合う共生社会のこと）

職場におけるフレイル予防活動に取り組む市長

本市の介護予防の取り組みは

西部広域の協議を踏まえ
可能なのか検討する市民生活部長

みんなが集まり、
交流できる広場にする教育長
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各 個 質 問

契約担当部署の設置を

契約規則、ガイドラインに沿った
契約の周知徹底を‼

はまるーぷバス
キャッシュレス化を

【
吉
井
】
12
月
議
会
で

市
長
は
、「
観
光
案
内

サ
イ
ン
整
備
事
業
」
の

随
意
契
約
に
つ
い
て
陳

謝
し
た
が
、
今
後
、
契

約
規
則
に
沿
っ
た
契
約

手
順
を
再
確
認
す
る
な

ど
、
再
発
防
止
策
の
考

え
は
。

【
市
長
】
地
方
公
共
団

体
が
締
結
す
る
契
約
は

競
争
入
札
が
原
則
で
あ

り
、
随
意
契
約
は
契
約

方
式
の
例
外
で
あ
る
こ

と
を
職
員
に
十
分
認
識

さ
せ
る
た
め
、
地
方
自

治
法
施
行
令
と
契
約
規

則
に
規
定
す
る
随
意
契

約
の
標
準
的
な
解
釈
や

指
針
、
手
続
き
な
ど
を

ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
、
職
員
に

周
知
徹
底
し
て
い
く
。

【
吉
井
】
鳥
取
市
、
米

子
市
に
は
、
契
約
担
当

課
が
あ
る
。
契
約
の
一

元
化
を
行
う
こ
と
で
職

員
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
本

市
と
し
て
契
約
担
当
部

署
を
作
る
考
え
は
。

【
総
務
部
長
】
規
模
の

大
き
な
自
治
体
で
は
、

契
約
専
門
の
課
が
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。本
市
の
規
模
で
は
、

単
独
で
契
約
担
当
部

署
を
置
く
こ
と
は
難
し

い
。
少
な
い
職
員
数
だ

が
、
工
夫
し
、
で
き
る

か
考
え
て
み
る
。

公共交通でのキャッシュレス決済
（イメージ図）

【
吉
井
】
は
ま
る
ー
ぷ

バ
ス
の
車
両
更
新
の
時

期
を
前
に
、
昨
年
３
月

に
質
問
し
た
、
利
用
状

況
把
握
の
「
乗
降
カ
ウ

ン
タ
ー
」
や
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
」
な
ど

機
器
の
導
入
、
ま
た
国

の
補
助
制
度
に
つ
い
て

の
検
討
や
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況

は
。

【
市
長
】「
地
域
公
共
交

通
確
保
維
持
改
善
事

業
」
を
国
や
他
市
に
確

認
し
た
が
、
制
度
上
２

分
の
１
の
補
助
で
、
予

算
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
実
際
の
補
助
は

２
分
の
１
を
下
回
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
補
助
金

を
使
っ
た
乗
降
カ
ウ
ン

タ
ー
の
設
置
は
見
合
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、「
訪
日
外
国
人
旅

行
者
受
入
環
境
整
備
緊

急
対
策
補
助
金
」
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
に
活
用
で
き
る

が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
必
要
な
機
器
が
大

変
高
額
で
あ
り
、
費
用

対
効
果
を
ふ
ま
え
、
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

【
吉
井
】
車
両
更
新
を

機
に
、
バ
ス
の
利
便
性

を
上
げ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、本
市
の
考
え
は
。

【
市
長
】
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
な
ど
利
便
性
向

上
に
つ
い
て
は
調
査
研

究
し
て
い
く
。

会派　自由未来会派　自由未来
吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員

総務部長 本市の規模では、
契約担当部署設置は難しい

キャッシュレス機器が
高額のため考えてない市長

162023 年5月／境港市議会　議会だより　第29号



行政へリハ専門職の
配置が必要では

選挙支援カードなどの
導入を提案

リハ専門職とは、
十分に連携が取れている

行政リハビリ専門職の
必要性は高まっています！

市長

誰もが『１票』の権利を使えるように…

【
田
口
】
現
在
の
ま
ち

づ
く
り
若
者
委
員
会
を

発
展
的
に
解
消
し
、
愛

知
県
新
城
市
の
よ
う
に

政
策
立
案
に
し
っ
か
り

と
時
間
を
か
け
、
予
算

提
案
権
を
持
っ
た
境
港

市
版
若
者
議
会
へ
と
展

開
し
て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
故
郷
に
愛
着

を
持
っ
た
意
欲
あ
る
若

い
世
代
を
取
り
込
み
な

が
ら
、
若
者
の
政
治
参

加
の
意
識
高
揚
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
先
行
事

例
を
調
査
研
究
す
る
。

ま
ず
は
、
ま
ち
づ
く
り

若
者
委
員
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
総
合
的
な
見

直
し
を
検
討
し
た
い
。

【
田
口
】
知
的
障
が
い

や
自
閉
症
の
方
な
ど
へ

の
「
や
さ
し
い
投
票
ガ

イ
ド
」
の
作
成
や
、
障

が
い
者
施
設
や
就
労
支

援
事
業
所
で
の
模
擬
投

票
を
。
ま
た
、
投
票
所

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
や
選
挙

支
援
カ
ー
ド
の
導
入

を
。

【
選
管
委
員
長
】
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
や
選
挙
支
援

カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

来
月
の
知
事
選
・
県
議

選
で
の
導
入
に
向
け
準

備
を
進
め
た
い
。
投
票

ガ
イ
ド
作
成
や
模
擬
投

票
に
つ
い
て
は
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

公明党公明党
田口　俊介　議員田口　俊介　議員

知事選・県議選での導入に
向け準備したい

選挙管理委員会委員長

各 個 質 問

【
田
口
】
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

あ
た
り
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
を
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に

は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
視
点
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
児
童
発
達

支
援
へ
の
関
与
な
ど
、

行
政
で
の
リ
ハ
職
員
の

活
用
・
活
躍
の
場
は
広

く
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
点
か
ら
、
事
業
ご
と

に
協
力
を
仰
ぐ
の
で
は

な
く
、
行
政
職
員
と
し

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
専
門
職
の
配
置
が
必

要
と
考
え
る
が
。

【
市
長
】
現
在
、
フ
レ

イ
ル
予
防
の
取
り
組

み
や
地
域
ケ
ア
個
別

会
議
な
ど
に
、
鳥
取
県

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
連
絡
協
議
会
へ
依

頼
し
、
３
職
種
の
リ
ハ

専
門
職
に
参
画
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、

５
歳
児
発
達
相
談
や
事

後
健
診
な
ど
で
言
語
訓

練
な
ど
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
言
語
聴

覚
士
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ

な
い
で
い
る
。
こ
の
よ

う
に
リ
ハ
専
門
職
と
十

分
に
連
携
が
取
れ
て
お

り
、
現
時
点
で
は
専
門

職
の
配
置
は
考
え
て
い

な
い
。
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各 個 質 問

洋上風力発電拠点港
としての考えは

【
森
岡
】「
選
択
と
集
中
」

と
い
う
国
の
考
え
が
強

ま
る
中
、港
湾
整
備
で
、

洋
上
風
力
発
電
拠
点
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
も
検
討
さ

れ
て
い
る
。

【
森
岡
】「
出
雲
縁
結
び

空
港
」
の
８
路
線
に
比

べ
、「
米
子
鬼
太
郎
空

港
」
の
国
内
線
は
１
路

線
し
か
な
い
。
羽
田
便

以
外
の
国
内
便
の
誘
致

を
考
え
て
は
。

【
市
長
】
国
内
便
の
誘

致
は
、
圏
域
全
体
の
利

便
性
向
上
や
交
流
人
口

増
加
に
つ
な
が
り
、
非

常
に
重
要
と
認
識
す

る
。
県
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
国
内
便
拡

充
に
向
け
た
要
望
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
。

と
い
う
新
し
い
国
家
戦

略
に
沿
っ
た
方
針
を
取

り
入
れ
て
は
。

【
市
長
】
本
市
周
辺
が

ふ
頭
用
地
の
広
さ
な
ど

国
の
基
準
に
満
た
な
い

こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
難
し
い
状
況
に
あ

る
と
考
え
る
。

【
森
岡
】
水
産
加
工
品

の
移
出
や
輸
出
な
ど
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
を
視

野
に
入
れ
て
は
。

【
市
長
】
境
港
管
理
組

合
で
は
、
漁
港
に
隣
接

す
る
外
港
昭
和
北
地
区

の
上
屋
再
編
に
あ
わ

せ
、
新
た
な
総
合
物
流

境夢みなとターミナルに
3年ぶりに寄港した

国際クルーズ船「ウエステルダム」
写真提供　:‌‌（一社）境港観光協会

子育て支援策の
精査が必要では

市長 事業効果を検証し
各事業の見直しをはかる

「子育てするなら境港」は本当か？

会派　きょうどう会派　きょうどう
森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員

【
森
岡
】
子
育
て
支
援

策
の
中
身
を
精
査
し
、

将
来
的
に
よ
り
効
果
が

表
れ
る
よ
う
な
施
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

【
市
長
】
誰
も
が
安
心

し
て
産
み
・
育
て
ら
れ

る
環
境
を
め
ざ
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
効
果
を
検
証
し
、
見

直
し
を
適て

き
ぎ宜

は
か
る
。

【
森
岡
】
全
国
平
均
約

２
倍
の
合
計
特
殊
出
生

率
２
．
９
５
を
誇
る
岡

山
県
奈
義
町
は
、
町
の

予
算
の
15
％
を
子
育
て

支
援
策
に
投
じ
て
い

る
。
本
市
も
令
和
５
年

度
予
算
に
お
い
て
、
児

童
福
祉
費
や
保
健
衛
生

費
な
ど
子
育
て
予
算
と

し
て
奈
義
町
と
同
等
の

13
％
程
度
計
上
し
て
い

る
が
、
過
去
４
年
は
平

均
１
．
５
５
と
低
迷
し

て
い
る
。将
来
に
備
え
、

こ
の
原
因
や
要
因
を

深
掘
り
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
庁
内
に

専
門
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

検
証
・
精
査
し
て
は
ど

う
か
。

【
市
長
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
で
き
る
か

ど
う
か
も
早
急
に
検
討

し
て
み
た
い
。

本市周辺は国の基準を
満たしていない状況だ市長
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経済厚生委員会視察報告／障がい者団体と議会の意見交換会

経済厚生委員会視察報告

障がい者団体と議会の意見交換会

■ 視察期間　
　 令和 5 年 2 月 2 日～３日
■ 視察議員
　 委員長  岡空 研二　  副委員長  吉井 巧 
 　委員  　田口 俊介、松本 晶彦、森岡 俊夫、
　　　　　米村 一三

■ 参加団体
　 境港市障がい児（者）育成会
　 境港市身体障がい者福祉協会
 　境港市精神障害者家族会まつば会

〇東京都町田市　南町田グランベリーパーク
　水木しげる記念館再整備事業に関する調査
　としてスヌーピーミュージアム施設にて運
　営、建築工法を視察 
〇神奈川県座間市
　「自立サポート相談」断らない相談支援
　事業について視察
〇東京都大田区 
　おおた健康プラン、人生１００年を見据
　えた健康延伸プロジェクト事業を視察

　境港市老人福祉センター「浜の里」
で、障がい者団体の方々と意見交換
会を開催しました。各団体から、さ
まざまな要望や、困っている実情な
どをお聞きしました。

視察先及び内容

内　容

スヌーピーミュージアム原画展示視察

座間市　担当職員から事業説明を受ける

19 2023年5月／境港市議会　議会だより　第29号
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【
発
行
責
任
者
】

　議
　長
　
　荒
井
　秀
行

【
広
報
部
会
】

　部
会
長
　
　吉
井
　
　巧

　副
部
会
長
　足
田
　法
行

　
　
　
　
　
　松
本
　晶
彦

　
　
　
　
　
　森
岡
　俊
夫

　
　
　
　
　
　安
田
　共
子

あ
と
が
き

つつじの向こうに 2022年　撮影：竹田　誠司　様

　
こ
の
春
、鳥
取
県
知
事
選
挙
が
執
り
行
わ
れ
、

有
権
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、重
要
な
政
治
参

加
の
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
境
港
市
議
会
は
改
選
か
ら
一
年
が
た
ち
、
議

会
改
革
の
か
な
め
で
あ
る
、「
境
港
市
議
会
基
本

条
例
」
の
検
証
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。選
挙
と
い

う
形
で
市
民
、
有
権
者
の
み
な
さ
ん
の
評
価
を

得
る
の
は
も
う
少
し
先
で
す
が
、
議
員一同
、
み

な
さ
ん
と
の
懇
談
や
対
話
や
相
談
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

各
議
員
の
視
点
で
、ま
た
重
要
な
問
題
に
つ
い
て

は
議
会
の
総
意
で
「
希
望
を
持
ち
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」へ
役
割
を
果
た
す
べ
く
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。議
会
と
し
て
議
会
改

革
の
検
証
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
を
お
約
束
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
議
会
活
動
や
議
会
だ

よ
り
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　（
安
田
）

　傍聴は、議会への理解を深めていただける最も身近な方法です。
　境港市議会の本会議や委員会は、特別な場合を除いてすべて公開されてお
り、誰でも傍聴することができます。会議日程は市議会ホームページでご確
認いただけます。
　ただし、委員会の傍聴は委員長の許可制を取っていますので、委員会の傍
聴を希望される方は、議会事務局まで申し出てください。

＜傍聴にあたってのお知らせ＞
●傍聴席でのマスクの着用は各自でご判断ください。
●傍聴席入口での氏名など必要事項の記入・手指消毒の実施、傍聴席におけ
る間隔を空けての着席には、引き続きご協力いただきますようお願いします。

議会傍聴にお越しください議会傍聴にお越しください


